
第４回検討会議でのテーマ検討

● まちなかでの立地について考えよう

● 災害リスクは大丈夫？

前回会議の振り返りと論点

・「新たな公共施設」の視点から、皆さんが思い描く施設機能のイメージがある程度見えてきました。
・市民がどのように使い、将来のまちづくり構想の延長線上に、本施設がどのように位置づけられ、身の丈にあった、運営
面も考慮された現実的な施設規模などを考える必要があります。

・施設を整備する上で、立地場所はとても重要です。
・「新たな公共施設」のイメージ＝「新しい留萌の拠点」となるイメージとなるはずです。
・それでは、「新しい留萌の拠点」に相応しい場所はどこか。（拠点施設は、どういう場所に立地するのが効果的でしょうか。）
・今の「マチの中心」か、これからの「マチの中心」か。
（マチの中心についての考え方は様々。→まちづくり懇談会アンケート）
・将来のまちづくりに有効な施設となるためにも、新しい留萌の拠点形成について、あらためて考えてみる必要があります。

・ハザードマップからみた災害リスクとその対応（これまでの治水対策と強靭化に対する考え方）
・日本海沖での過去における津波データと今後の大規模津波リスク（公表データ）
・災害時における一時避難機能
・災害に強い建築工法等

その前に
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まちづくり懇談会アンケート（簡易）

1 駅周辺（ただし廃線後）
2 国道沿い
（イメージとして神社下～生協間）

3 これまでの市街地
（イメージとして錦町～開運町）

4 よくわからない
5 その他

2021.11.1 公共施設整備検討会議

2021.10.24開催

アンケート質問内容①「マチの中心はどこが望ましい？」 アンケート質問内容②「公共施設整備の優先順位は？」

1 社会教育施設を優先すべき
2 市役所建設でも良い
3 将来のまちづくり構想を決めてから考えるべき
4 よくわからない
5 その他

＜参考資料①＞
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都市計画マスにおける「にぎわい復活ゾーン」 Ｒ2年度第２回検討会議提示資料
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＜参考資料➁＞



重点まちづくり方針 「にぎわい復活ゾーン」の整備方針

＜参考資料③＞
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【留萌市都市計画マスタープラン（2003）】


